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23年度 24年度 25年度 333,238 333,238 25年度 26年度 27年度 68,553,556 68,553,556

1 総 消防計画等策定
事務

　様々な災害に対
処するため、消防
機関の具体的な活
動計画を作成し市
民生活の安全を確
保する。

職員　
団員

定
例
定
型

消防計画の
見直し

年１回 年１回 年１回 3,190

各活動に
ついて目
標とおり
達成でき
た。

 適切に事務を行っ
ており、成果が出て
いる。

Ａ 消防計画等策定
事務

 あらゆる災害
に対処するた
めに、消防計
画等を策定す
ることを目的
とします。

消防職
員・消
防団員

定
例
定
型

消防計画の
見直し

年1回 年1回 年1回 1,340

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

1
消防計画等策定
事務

消防計画修正及
び事務用品等購
入

消防計画修正回
数

年１回 １回 2,828
消防計画等策定
事務

消防計画修正及
び事務用品等購
入

消防計画修正
回数

１回 1,330

業
務
計
画

維
持

1
消防計画等策定
事務

神奈川県下消防
相互応援協定に
伴う事務

応援協定の見直
し回数

随時 １回
消防計画等策定
事務

神奈川県下消防
相互応援協定に
伴う事務

応援協定の見
直し回数

随時

業
務
計
画

予
算
な
し

1
消防計画等策定
事務

緊急消防援助隊
の応援、受援に
関する事務

応援、受援準備
日数

３６５日 ３６５日 241
消防計画等策定
事務

緊急消防援助隊
の応援、受援に
関する事務

応援、受援準
備日数

３６５日 10

業
務
計
画

維
持

1
消防計画等策定
事務

消防訓練に関す
る事務

消防訓練回数 年４回 ４回 121
消防計画等策定
事務

消防訓練に関す
る事務

消防訓練回数 年２回

業
務
計
画

予
算
な
し

1
消防計画等策定
事務

消防計画に関す
る事務全般

消防計画に関す
る事務全般の執
行率

１００％ １００％
消防計画等策定
事務

消防計画に関す
る事務全般

消防計画に関
する事務全般
の執行率

１００％

業
務
計
画

予
算
な
し

1
消防計画等策定
事務

緊急消防援助隊
資機材修繕及び
消耗品補充

資機材及び消耗
品使用状況によ
る

随時 随時
消防計画等策定
事務

緊急消防援助隊
資機材修繕及び
消耗品補充

資機材及び消
耗品使用状況
による

随時

業
務
計
画

予
算
な
し

2 総
小型軽量ポンプ
整備・訓練に関
する事業

 震災時に発生し
た、火災や災害に
よる被害の軽減を
図ることを目的と
します。

市民
消防職
員・消
防団員

政
策
訓練等の実
施回数

随時 随時 随時 99 13回

 小型軽量ポンプの
取扱いについて基本
的な技術の習得をさ
せることができた。

Ａ
小型軽量ポンプ
整備・訓練に関
する事業

 震災時に発生
した、火災や
災害による被
害の軽減を図
ることを目的
とします。

消防職
員・消
防団員
及び市
民

政
策
防災訓練等
の回数

随時
(25回)

随時
(35回)

随時
(35回)

業
務
計
画

未 高 中 高
現状維
持

な
し

なし

予
算
な
し

2
小型軽量ポンプ
整備・訓練に関
する事業

小型軽量ポンプ
の整備・訓練に
関する事業

防災訓練等回数 随時 １３回 99
小型軽量ポンプ
整備・訓練に関
する事業

小型軽量ポンプ
の整備・訓練に
関する事業

防災訓練等回
数

２５回

業
務
計
画

予
算
な
し

3 総 消防水利維持管
理事業

　既存の防火水槽
及び消火栓を維持
管理することによ
り迅速な消火活動
を行うための環境
を整備する。

消防職
員・消
防団員

定
例
定
型

消防水利維
持管理事業

消防水利維
持管理

消防水利維
持管理

消防水利維
持管理

13,457

各活動に
より目標
とおり達
成でき
た。

 ライン塗装や標識
交換を行い消防水利
の保守が適切に行わ
れた。

Ａ 消防水利維持管
理事業

 消防水利を常
時使用できる
ように維持管
理することを
目的としま
す。

消防職
員・消
防団
員・市
民

定
例
定
型

使用可能公
設消防水利
数

２，５２９
基

２，５３０
基

２，５３１
基

7,473 未 高 中 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

3
消防水利維持管
理事業

消防水利標識看
板の交換等

消防水利標識看
板の交換数

５箇所 ５箇所 98
消防水利維持管
理事業

消防水利標識看
板の交換等

消防水利標識
看板の交換数

１５箇所 97
維
持

3
消防水利維持管
理事業

消防水利の修繕 修繕等箇所数 4箇所 4箇所 6,147
消防水利維持管
理事業

消防水利の修繕 修繕等箇所数 １箇所 100
維
持

3
消防水利維持管
理事業

消火栓の表示ラ
イン塗装委託

塗装箇所数 ８６箇所 ８６箇所 443
消防水利維持管
理事業

消火栓の表示ラ
イン塗装委託

塗装箇所数 ８６箇所 443
維
持

3
消防水利維持管
理事業

消防水利の借地
に関する事務

事務処理の回数 年１回 年１回 1,302
消防水利維持管
理事業

消防水利の借地
に関する事務

事務処理の回
数

年１回 1,377
維
持

3
消防水利維持管
理事業

公設消火栓の維
持管理補償費に
関する事務

締結時期
平成２４年
４月

平成２４年
４月

5,467
消防水利維持管
理事業

公設消火栓の維
持管理補償費に
関する事務

締結時期
平成２５
年４月

5,456
維
持

4 総 消火栓整備事業

　県企業庁水道営
業所と消火栓の設
置及び維持管理に
係る補償協定を締
結し、消火栓の維
持管理を適切に行
う。

企業庁
政
策
計画の作成
状況

基礎調査・
計画策定

計画作成完
了

計画に基づ
き設置

 平成２
５年度新
規消火栓
の設置に
ついて調
整を行っ
た。

 消防活動上支障の
ある場所に新規で設
置を行う箇所を抽出
することができた。

Ａ 消火栓整備事業

 消火活動上、
必要な箇所に
設置を進めま
す。

消防職
員・消
防団
員・市
民

政
策
消火栓の新
規設置数

１基 １基 １基 1,400

業
務
計
画

未 高 中 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

4 消火栓整備事業
消火栓設置箇所
調査

消火栓の新規設
置数

０基 ０基 消火栓整備事業
消火栓設置及び
26年度調査

随時 1基 1,400

業
務
計
画

維
持

5 総 開発行為に関す
る事務

　開発行為に伴う
消防水利等事前協
議を行うことによ
り、消防活動に必
要な消防水利や活
動空地を確保す
る。

開発事
業者

定
例
定
型

事前協議の
窓口開設日
数

２４４日 ２４５日 ２４４日
100%
　(38
回）

 開発事業主と事前
に協議を行い、消防
活動上必要な設備の
設置を行うことがで
きた.

Ａ 開発行為に関す
る事務

　開発行為に
伴う消防水利
等事前協議を
行うことによ
り、消防活動
に必要な消防
水利や活動空
地を確保しま
す。

開発事
業者

定
例
定
型

32条協議
に係る事前
協議数

１００件 １００件 １００件 未 中 高 高
現状維
持

な
し

なし

予
算
な
し

5
開発行為に関す
る事務

開発行為に伴う
消防用施設の設
置に関する事前
協議

窓口開設日数 ２４５日 ２４５日
開発行為に関す
る事務

開発行為に伴う
消防用施設の設
置に関する事前
協議

窓口開設日数 随時

予
算
な
し

5
開発行為に関す
る事務

開発行為の完了
検査

完了検査数
必要に応じ
た件数

３８件
開発行為に関す
る事務

開発行為の完了
検査

完了検査数

必要に応じ
た件数
(平成24年
度実績38
件）

予
算
な
し

6 総 災害時協力事業
所登録制度事業

　市内及び近隣市
町の事業所の人
員、資機材及び技
術等を活用し、災
害による被害の軽
減を図る。

市内の
事業所

定
例
定
型

事業所の防
災力意識向
上

随時 随時 随時

既に登録
が行われ
ている事
業所の資
機材等の
調査を実
施し、本
事業の趣
旨説明を
行った。

 災害路における登
録事業所の協力体制
の向上を図ることが
できた。

Ａ 災害時協力事業
所登録制度事業

 市内及び近隣
市町の事業所
の人員、資機
材及び技術等
を活用し、災
害による被害
の軽減を図り
ます。

事業所

定
例
定
型

協力内容確
認調査

30事業所 30事業所 30事業所 未 中 中 中
現状維
持

な
し

なし

予
算
な
し

活動指標の名
称

業務
計画 具体的な改善

内容

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

③
成
果

総
括
フ
ラ
グ

平成２５年度計画

警防課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

④
継
続
性

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

課かい名

施策目標 消防力を充実し、災害活動体制を強化する

警防課

基礎情報

名称
目標値

指標・目標

活動指標の名称

決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）

目標値
（第2次実施計画）

活動

活動

活動量・サービス量
事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
活動

実績値

目標値
（第１次実施計画）

平成24年度評価

指標・目標

名称

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

事
業
№

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事務事業の
目的・成果
（第２次実施
計画）

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

事業の
方向性

事
業
の
性
質
区
分
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活動指標の名
称

業務
計画 具体的な改善

内容

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

③
成
果

総
括
フ
ラ
グ

平成２５年度計画

警防課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

④
継
続
性

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

課かい名

施策目標 消防力を充実し、災害活動体制を強化する

警防課

基礎情報

名称
目標値

指標・目標

活動指標の名称

決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）

目標値
（第2次実施計画）

活動

活動

活動量・サービス量
事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
活動

実績値

目標値
（第１次実施計画）

平成24年度評価

指標・目標

名称

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

事
業
№

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事務事業の
目的・成果
（第２次実施
計画）

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

事業の
方向性

事
業
の
性
質
区
分

6
災害時協力事業
所登録制度事業

消防活動協力事
業所登録制度事
務

協力内容確認調
査

30事業
所

30事業
所

災害時協力事業
所登録制度事業

消防活動協力事
業所登録制度事
務

協力内容確認
調査

30事業
所

予
算
な
し

7 総 防火水槽整備事
業

 大規模災害時等で
も使用できる水利
を確保し、被害の
軽減を図る。

市民・
市内事
業者等

政
策

防火水槽設
置数計画の
作成状況

１基
基礎調査・
計画策定

計画作成完
了

計画に基づ
き設置

579

100%
（２箇
所・3
基）

25年度接地を予定
していた防火水槽を
24年度の補助金を
活用して設置を行う
事務が整った

Ａ 防火水槽整備事
業

 大地震時でも
使用できる水
利を確保し、
被害の軽減を
図ります。

消防職
員・消
防団
員・市
民

政
策
防火水槽の
新規設置数

３基 ２基
０基
(１基）

68,327,000

業
務
計
画

未 高 高 高 拡大
な
し

なし
維
持

7
防火水槽整備事
業

消防用水利の防
火水槽設置調査

適地調査 １０箇所

適地調査を
随時実施し
た　　　　
(10箇所）

防火水槽整備事
業

消防用水利の防
火水槽設置調査

適地調査 10箇所

業
務
計
画

予
算
な
し

7
防火水槽整備事
業

消防用水利の防
火水槽設置整備

候補地選定 ２箇所
候補地を選
定した　
（２箇所）

防火水槽整備事
業

消防用水利の防
火水槽設置整備

候補地選定 2箇所

業
務
計
画

予
算
な
し

7
防火水槽整備事
業

消防用水利の防
火水槽設置工事

設置
２箇所　　
（3基）

０ 579
防火水槽整備事
業

消防用水利の防
火水槽設置工事

防火水槽の新
規設置数

2箇所
（３基）

68,327,000

業
務
計
画

維
持

8 総 消防機械器具維
持管理事業

 老朽化した機械器
具の点検整備等を
適正に行い、３６
５日有効な維持管
理を行う。

消防職
員

定
例
定
型

消防機械器
具の運用可
能日数

３６６日 ３６５日 ３６５日 3,229

資機材の
維持管理
を通年実
施した。

 災害現場で使用す
る消防資機材の点検
及び維持管理を適切
に実施できた。

Ａ 消防機械器具維
持管理事業

 老朽化した機
械器具の点検
整備等を適正
に行い、３６
５日有効な維
持管理を行い
ます。

消防職
員

定
例
定
型

資機材の点
検整備数

消防車両
34台の資
機材一式

消防車両
34台の資
機材一式

消防車両
34台の資
機材一式

4,421 未 中 高 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

8
消防機械器具維
持管理事業

機械器具の維持
管理及び修繕の
実施

災害現場での機
械器具使用可能
日数

３６５日 ３６５日 2,345
消防機械器具維
持管理事業

機械器具の維持
管理及び修繕の
実施

現場での機械
器具使用可能
日数

３６５日 2,520
維
持

8
消防機械器具維
持管理事業

消防資機材（備
品・消耗品）の
取扱い、整備及
び更新

備品及び消耗品
の使用可能日数

３６５日 ３６５日 884
消防機械器具維
持管理事業

消防資機材（備
品・消耗品）の
取扱い、整備及
び更新

備品及び消耗
品の使用可能
日数

３６５日 1,901
維
持

9 総 消防車両維持管
理事業

老朽化した車両の
部品交換や点検等
を適正に行い、３
６５日有効に運用
する。

消防職
員

定
例
定
型

消防車両の
運用可能日
数

３６６日 ３６５日 ３６５日 13,738

車両のの
維持管理
を通年実
施した。

 消防車両の定期点
検及び維持管理を適
切に実施できた。

Ａ 消防車両維持管
理事業

 老朽化した車
両の部品交換
や点検等を適
正に行い、通
年有効に運用
し、消防車両
を最大限長く
使用できるよ
うにします。

消防職
員

定
例
定
型

消防車両の
運行台数

34台 34台 34台 13,730 未 中 高 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

9
消防車両維持管
理事業

自動車検査・定
期点検の実施

消防車両の運行
台数

３４台 ３４台 13,738
消防車両維持管
理事業

自動車検査・定
期点検の実施

消防車両の運
行台数

34台 13,730
維
持

10 総 安全運転管理者
関連事務

 各消防車両につい
て安全運行を実施
する。

消防職
員・消
防団員

定
例
定
型

事業の進捗
状況

安全運転管
理者に関す
る事務等を
実施

安全運転管
理者に関す
る事務の実
施

安全運転管
理者に関す
る事務の実
施

35

各活動に
ついて計
画的に実
施した。

 職員及び団員に対
し、安全運転に関す
る事務及び研修が適
切に実施できた。

Ａ 安全運転管理者
関連事務

 各消防車両に
ついて安全運
行を実施しま
す。

消防職
員・消
防団員

定
例
定
型

安全運転管
理者数

4人 4人 4人 35 未 中 中 中
現状維
持

な
し

なし
維
持

10
安全運転管理者
関連事務

消防車両等の運
行に関する安全
運転教育

安全運転講習及
び研修の開催回
数

年５回 年６回 35
安全運転管理者
関連事務

消防車両等の運
行に関する安全
運転教育

安全運転講習
及び研修の開
催回数

年５回 35
維
持

10
安全運転管理者
関連事務

優良安全運転者
表彰上申事務

上申回数 年１回 年１回
安全運転管理者
関連事務

優良安全運転者
表彰上申事務

上申回数 年１回

予
算
な
し

11 総 消防団関連事務

 消防団員の任用等
に関する事務を適
切に実施すると共
に、活動環境を整
備する。

消防団
員

定
例
定
型

事業の進捗
状況

消防団員の
活動環境を
整備する

消防団員の
活動環境を
整備する

消防団員の
活動環境を
整備する

11,719

各活動に
ついて計
画的に実
施した。

 目標とした期限ま
でに事務をすすめる
ことができた。

Ａ 消防団関連事務

 消防団員の任
用等に関する
事務を適切に
実施すると共
に、活動する
ための環境を
整備し、消防
団活動の更な
る充実を図り
ます。

消防団
員

定
例
定
型

消防団員数
427人（定
数）

427人（定
数）

427人（定
数）

5,185 未 中 中 中
現状維
持

な
し

なし
維
持

11 消防団関連事務

消防団員の公務
災害及び消防協
会関連に関する
事務

団員の公務災
害・消防協会に
係る事務全般の
執行

１００％
１００％
（４４件）

3,569 消防団関連事務

消防団員の公務
災害及び消防協
会関連に関する
事務

事務全般の執
行

１００％ 3,631
維
持

11 消防団関連事務
新入団員への被
服の貸与

新入団員に対す
る被服の貸与率

１００％
１００％
（14人）

1,287 消防団関連事務
新入団員への被
服の貸与

新入団員に対
する被服の貸
与率

１００％ 1,283
維
持

11 消防団関連事務
消防団員への消
耗品の貸与及び
管理

消防団員に対す
る消耗品等の貸
与率

１００％
１００％
（41人）

230 消防団関連事務
消防団員への消
耗品の貸与及び
管理

団員に対する
消耗品等の貸
与率

１００％ 235
維
持

11 消防団関連事務
古式消防保存会
に係る事務

古式消防保存会
に係る事務全般
の執行

１００％
１００％
（10件）

36 消防団関連事務
古式消防保存会
に係る事務

事務全般の執
行

１００％ 36
維
持

11 消防団関連事務
消防団員の入退
団及び証明書等
に係る事務

消防団員に係る
事務の執行

１００％
１００％
（105
件）

消防団関連事務
消防団員の入退
団及び証明書等
に係る事務

消防団員に係
る事務の執行

１００％

予
算
な
し

11 消防団関連事務
消防団員の表彰
に係る事務

消防団員に係る
事務の執行

該当する表
彰人数

１１５人 消防団関連事務
消防団員の表彰
に係る事務

消防団員に係
る事務の執行

該当する
表彰人数

予
算
な
し

11 消防団関連事務
消防団お年間行
事に係る事務

消防団に係る事
務の執行

平成２５年
３月末

４８回 消防団関連事務
消防団の年間行
事に係る事務

消防団に係る
事務の執行

平成26
年3月末

予
算
な
し
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23年度 24年度 25年度 333,238 333,238 25年度 26年度 27年度 68,553,556 68,553,556

活動指標の名
称

業務
計画 具体的な改善

内容

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

③
成
果

総
括
フ
ラ
グ

平成２５年度計画

警防課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

④
継
続
性

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

課かい名

施策目標 消防力を充実し、災害活動体制を強化する

警防課

基礎情報

名称
目標値

指標・目標

活動指標の名称

決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）

目標値
（第2次実施計画）

活動

活動

活動量・サービス量
事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
活動

実績値

目標値
（第１次実施計画）

平成24年度評価

指標・目標

名称

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

事
業
№

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事務事業の
目的・成果
（第２次実施
計画）

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

事業の
方向性

事
業
の
性
質
区
分

11 消防団関連事務
条例等の改正及
び消防団内規の
策定に係る事務

消防団等に係る
条例等の事務

必要に応じ
た回数

２回 消防団関連事務
条例等の改正及
び消防団内規の
策定に係る事務

消防団等に係
る条例等の事
務

必要に応
じた回数

予
算
な
し

11 消防団関連事務

消防団協力事業
所表示制度認定
及び更新に係る
事務

消防団に係る事
務手続きの執行

必要に応じ
た事業所数

１事業所 消防団関連事務

消防団協力事業
所表示制度認定
及び更新に係る
事務

消防団に係る
事務手続きの
執行

必要に応
じた事業
所数

予
算
な
し

11 消防団関連事務

消防団員用トラ
ンシーバー・拡
声器・ライフ
ジャケット・ガ
ソリン携行缶購
入費(23年度か
らの繰越)

消防団員に対す
る活動用品の購
入

１００％ 4件 6,433

予
算
な
し

11 消防団関連事務
災害用食料の購
入費(23年度か
らの繰越)

消防団員に対す
る活動用品の購
入

１００％ 1件 164

予
算
な
し

12 総 消防団員訓練事
業

 消防団員の活動能
力の向上を図るた
め、訓練、研修を
実施する。

消防団
員

定
例
定
型

事業の進捗
状況

消防団員に
対し、訓練
及び研修を
実施

消防団員に
対し、訓練
及び研修を
実施

消防団員に
対し、訓練
及び研修を
実施

2,760
100%
（38
回）

 計画通りに訓練を
実施し、操法大会で
は優秀な成績を修め
ることができた。

Ａ 消防団員訓練事
業

 消防団員の活
動能力の向上
を図るため、
訓練及び研修
を実施しま
す。

消防団
員

定
例
定
型

事業の進捗
状況

隔年開催の
ため実施し
ない

４０回
隔年開催の
ため実施し
ない

未 中 高 中
現状維
持

な
し

なし
減
ら
す

12
消防団員訓練事
業

平成２４年度消
防団操法大会出
場に伴う訓練等
を実施

訓練等の実施 ３８回 ３８回 2,760
消防団員訓練事
業

隔年開催のため
実施しない

減
ら
す

13 総 消防団報酬等支
給事務

消防団員に対し、
報酬及び費用弁償
を遺漏なく支給す
る。

消防団
員

定
例
定
型

事業の進捗
状況

消防団員に
対し、報酬
等を遺漏な
く支給する

消防団員に
対し、報酬
等を遺漏な
く支給する

消防団員に
対し、報酬
等を遺漏な
く支給する

39,220

 各活動
について
目標どお
り事務を
実施し
た。

 期限内に事務を実
施することができ
た。

Ａ 消防団報酬等支
給事務

 消防団員に対
し、報酬及び
費用弁償を遺
漏なく支給し
ます。

消防団
員

定
例
定
型

消防団報酬
等支給回数

5回 5回 5回 42,555 未 中 高 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

13
消防団報酬等支
給事務

報酬及び費用弁
償の集計事務

集計回数 年５回 年５回 24,323
消防団報酬等支
給事務

報酬及び費用弁
償の集計及び支
給事務

消防団報酬等
支給回数

年５回 25,584
維
持

13
消防団報酬等支
給事務

消防団員の退職
に係る事務全般
の執行

消防団員の退職
に係る事務執行
率

１００％
１００％
(31人)

14,897
消防団報酬等支
給事務

消防団員の退職
に係る事務全般
の執行

消防団員の退
職に係る事務
執行率

１００％ 16,971
維
持

14 総 消防団車両等整
備事業

 消防団車両が３６
５日有効に運用で
きる体制を整備す
る。

消防団
員

政
策
車両の更新
整備台数

0
消防団車両
整備完了
（１台）

消防団車両
整備完了
（3台）

8,701

各活動に
ついて目
標どおり
事務を実
施した。

 消防団車両の更新
計画を作成し、期限
内に車両を1台更新
し、老朽化した車両
の部品交換や点検等
を適正に行うことが
できた。

Ａ 消防団車両等整
備事業

 老朽化した消
防団車両を更
新整備するこ
とにより、消
防力を充実し
災害活動体制
を強化しま
す。

消防団
員

政
策
車両の更新
整備台数

消防団車両
整備完了
（3台）

消防団車両
整備完了
（3台）

消防団車両
整備完了
（2台）

19,777

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維
持

な
し

なし
増
や
す

14
消防団車両等整
備事業

消防団車両・資
機材等の整備・
更新に係る事務

事務執行率 １００％
１００％
(１台)

5,993
消防団車両等整
備事業

消防団車両更新
に係る事務全般
の執行

車両の更新整
備台数

３台 19,777

業
務
計
画

増
や
す

14
消防団車両等整
備事業

器具置場・車両
の維持管理

維持管理日数 ３６５日 ３６５日 2,708

15 総 消防団車両等維
持管理事務

 老朽化した消防団
車両の部品交換や
点検等を適正に行
い、３６５日有効
に運用する。

消防団
員

定
例
定
型

車両の運行
可能台数

３１台 ３１台 ３２台
消防団車両等維
持管理事務

 老朽化した車
両の部品交換
や点検等を適
正に行い、通
年有効に運用
できるように
し、消防団車
両を最大限長
く使用できる
ようにしま
す。

消防団
員

定
例
定
型

車両の運行
可能台数

32台 32台 32台 3,209 未 中 高 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

15
消防団車両等維
持管理事務

消防団車両等維
持管理事務

消防団車両の点
検等を適正に行
い、通年有効に
運用する。

車両の運行可
能台数

32台 3,209

16 総 消防団活動施設
整備事業

 消防団員が充実し
た活動を実施する
ための活動拠点を
整備し、災害時の
被害軽減を図る。

消防団
員

政
策
事業の進捗
状況

建設に係る
事務遂行

器具置場建
設

建設に係る
事務遂行

24,056
100%
（施設完
成）

 目標とした期限ま
でに第14分団器具
置場を整備すること
ができた。

Ａ 消防団活動施設
整備事業

 消防団員が充
実した活動を
実施するため
の活動拠点を
整備し、市民
の生命、身体
及び財産を火
災から保護す
るとともに被
害の軽減を図
ります。

消防団
員

政
策
事業の進捗
状況

第13分
団：室田地
区の器具置
場の移転用
地確保に向
けた調整

第13分
団：室田地
区の器具置
場の建設

第7分団：
西久保地区
の器具置場
の移転用地
確保に向け
た調整等

業
務
計
画

未 中 中 中
現状維
持

な
し

なし
増
や
す

16
消防団活動施設
整備事業

消防団器具置場
の建設に関する
事務

器具置場整備に
向けた調整

1施設 1施設 24,056
消防団活動施設
整備事業

器具置場整備に
係る調整事務

器具置場建設
に向けた調整

器具置場
建設に向
けた調整
を終了

業
務
計
画

増
や
す

17 総 消防団活動施設
等維持管理事業

消防団の活動拠点
である器具置場の
維持管理を行い、
迅速・的確な活動
体制を整備する。

消防団
員

定
例
定
型

事業の進捗
状況

消防団活動
施設等の維
持管理を実
施

消防団活動
施設等の維
持管理を実
施

消防団活動
施設等の維
持管理を実
施

3,170

年間を通
じて維持
管理を実
施した。

 器具置場の維持管
理を年間通じて適切
に行うことができ
た。

Ａ 消防団活動施設
等維持管理事業

 消防団の活動
拠点である器
具置場の維持
管理を行い、
消防団員が迅
速・的確に活
動できる体制
を整備しま
す。

消防団
員

定
例
定
型

消防団器具
置場数

32ヶ所 32ヶ所 32ヶ所 3,522 未 中 中 中
現状維
持

な
し

なし
維
持

17
消防団活動施設
等維持管理事業

消防団器具置場
の維持管理

維持管理日数 ３６５日 ３６５日 3,170
消防団活動施設
等維持管理事業

消防団の活動拠
点である器具置
場の維持管理を
行い、消防団員
が迅速・的確に
活動できる体制
を整備する

消防団器具置
場数

32ヶ所 3,522
維
持
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23年度 24年度 25年度 333,238 333,238 25年度 26年度 27年度 68,553,556 68,553,556

活動指標の名
称

業務
計画 具体的な改善

内容

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

③
成
果

総
括
フ
ラ
グ

平成２５年度計画

警防課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

④
継
続
性

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

課かい名

施策目標 消防力を充実し、災害活動体制を強化する

警防課

基礎情報

名称
目標値

指標・目標

活動指標の名称

決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）

目標値
（第2次実施計画）

活動

活動

活動量・サービス量
事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
活動

実績値

目標値
（第１次実施計画）

平成24年度評価

指標・目標

名称

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

事
業
№

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事務事業の
目的・成果
（第２次実施
計画）

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

事業の
方向性

事
業
の
性
質
区
分

18 総 消防団互助会関
連事務

消防団員の福利厚
生を充実させる。

消防団
員

定
例
定
型

事業の進捗
状況

消防団互助
会に関する
事務を実施

消防団互助
会に関する
事務を実施

消防団互助
会に関する
事務を実施

1,794
100%
（4回）

 消防団互助会に関
する事務について年
間を通じて適切に行
うことができた。

Ａ 消防団互助会関
連事務

 消防団の充実
発展と円滑な
運営を図ると
ともに、団員
の福祉増進並
びに福利厚生
と融和協調を
達成する目的
で消防団互助
会に交付金を
支給します。

消防団
員

定
例
定
型

事業の進捗
状況

年４回 年４回 年４回 1,794 未 中 中 中
現状維
持

な
し

なし
維
持

18
消防団互助会関
連事務

消防団員互助会
の関連事務

会議等出席回数 年４回 年４回 1,794
消防団互助会関
連事務

消防団員の福利
厚生を充実させ
る。

事業の進捗状
況

消防団互助
会に関する
事務を実施

1,794
維
持

19 総 消防ポンプ自動
車等整備事業

 Ｎｏｘ・ＰＭ法の
規制を受ける車両
及び老朽化した車
両を更新し、車両
の運行を有効に実
施する。

消防職
員

政
策
車両整備状
況

屈折はしご
車等２台更
新

救急自動車
１台更新

0 27,690

各活動に
ついて計
画どおり
実施し
た。

 消防車両の更新計
画を作成し、期限内
に車両を1台更新整
備することができ
た。

Ａ 消防ポンプ自動
車等整備事業

 複雑多様化し
た各種災害に
対応する最新
鋭の消防自動
車等を更新整
備することに
より、消防力
を充実し、災
害活動体制を
強化します。

消防職
員

政
策
車両の更新
整備台数

－ ２台 ２台 未 高 高 高
現状維
持

な
し

なし
増
や
す

19
消防ポンプ自動
車等整備事業

消防車両の更新 更新完了台数 １台 １台 26,112
増
や
す

19
消防ポンプ自動
車等整備事業

消防車両等の更
新に伴う検討

作成回数 随時 ３台
消防ポンプ自動
車等整備事業

消防車両更新等
に伴う事前調整

車両更新等に
伴う仕様書作
成

２台

予
算
な
し

19
消防ポンプ自動
車等整備事業

消防車両の更新 更新完了台数 ２台 ２台 1,578

予
算
な
し

20 総 消防団防火衣等
整備事業

 消防団員の老朽化
した防火衣等を更
新し、安全な活動
環境を整備する。

消防団
員

政
策

防火衣及び
防火帽の整
備状況

0 0 ５０着整備

目標どお
り仕様書
を作成し
た。

 防火衣等の更新整
備に向けた仕様等を
作成することができ
た。

Ａ 消防団防火衣等
整備事業

 消防団員の安
全な活動環境
を整備するた
め、防火衣及
び防火帽を更
新します。

消防団
員

政
策
防火衣等の
整備数

５０着
（個）

５０着
（個）

５０着
（個）

3,750

業
務
計
画

未 高 中 中
現状維
持

な
し

なし
維
持

20
消防団防火衣等
整備事業

消防団員の防火
衣更新に伴う検

討
事業の進捗状況

仕様書の作
成（1件）

仕様書作成
完了（1
件）

消防団防火衣等
整備事業

消防団員の老朽
化した防火衣等
を更新し、安全
な活動環境を整
備する。

防火衣等の整
備数

50着
（個）

3,750

業
務
計
画

維
持

21 総 消防団連携強化
事業

 災害現場において
消防職員と消防団
員との連携が図れ
る活動体制を強化
する。

消防職
員・消
防団員

定
例
定
型

事業の進捗
状況

消防職員と
消防団員と
の連携強化
を推進

消防職員と
消防団員と
の連携強化
を推進

消防職員と
消防団員と
の連携強化
を推進

100%
（39
回）

 計画通りに研修等
を実施することがで
きた。

Ａ 消防団連携強化
事業

 現場活動にお
いて、消防職
員と消防団員
との連携がこ
れまで以上に
図れるよう活
動体制を整備
し、消防団活
動のさらなる
充実を図りま
す。

消防職
員・消
防団員

定
例
定
型

各会議等の
回数

39回 39回 39回 未 高 中 中
現状維
持

な
し

なし

予
算
な
し

21
消防団連携強化
事業

消防職員と消防
団員との連携強
化の取り組み

災害現場の情報
伝達の徹底

３９回 ３９回
消防団連携強化
事業

現場活動におい
て、消防職員と
消防団員との連
携がこれまで以
上に図れるよう
活動体制を整備
し、消防団活動
のさらなる充実
を図る。

各会議等の回
数

39回

予
算
な
し

22 総 消防救急無線再
整備事業

消防力を充実し、
災害活動体制を強
化する。

消防職
員

政
策
整備状況

共通波実施
設計  活動
波基本設計

共通波整備
工事
活動波基本
設計

共通波整備
工事
活動波実施
設計

89,688

共通波整
備工事と
活動

波基本設
計

を完了し
た。

 共通波の第一期基
地局と移動局（可搬
型・携帯型）の整備
及び活動波の基本設
計を実施することが
できた。

Ａ 消防救急無線再
整備事業

 平成２５年５
月３１日まで
に消防救急無
線のデジタル
化へ移行しま
す

消防職
員・消
防団員

政
策

消防救急デ
ジタル無線
整備完了

活動波実施
設計完了・
共通波基地
局整備（県
で９局）

活動波整備
完了(基地
局・署所)
工事管理委
託業務・共
通波基地局
整備（県で
７局）

活動波整備
（占有部
分）・デジ
タル無線整
備完了（２
３４局）・
運用開始

30,064

業
務
計
画

未 高 中 高 拡大
あ
り

⑥市役所の変革

平成27年度
までに消防
救急無線の
デジタル化
の整備を完
了する。

電波法関係
審査基準の
改正により
平成28年5
月31日まで
に消防救急
無線のデジ
タル化に移
行しなけれ
ばならない
ため実施す
る。

27

共通波は費用
の低廉化を図
るため県域１
ブロックで、
活動波は指令
業務の共同運
用実施の中で
茅ヶ崎市が主
体に共同整備
する。

あり

共通波は県
域の基地局
を利用でき
利便性向
上、通信の
強化を、活
動波は寒川
町と設備等
の共同整
備、利用で
経費の削減
を図る。

増
や
す

22

消防救急無線再
整備事業(共通波
を県下１ブロッ
ク化）

消防救急デジタ
ル無線整備工事
（共通波）

整備状況
整備工事を
完了する

基地局６局
整備

9,174

消防救急無線再
整備事業(共通
波を県下１ブ
ロック化）

消防救急デジタ
ル無線基地局整
備(共通波）

整備状況

共通波基
地局の第
二期工事
の完了

18,482

業
務
計
画

あ
り

⑥市役所の変革

平成27年度
までに消防
救急無線の
デジタル化
の整備を完
了する。

電波法関係
審査基準の
改正により
平成28年5
月31日まで
に消防救急
無線のデジ
タル化に移
行しなけれ
ばならない
ため実施す
る。

27

費用の低廉化
を図るため県
域１ブロック
で整備を実施
する。

県域にある
基地局を利
用できるた
め利便性が
上がり通信
の強化を図
れる。

増
や
す

22
消防救急無線再
整備事業(市内活
動波）

消防救急デジタ
ル無線基本設計
（活動波）

整備状況
基本設計を
完了する

基本設計図
書完成

4,914
消防救急無線再
整備事業(市内
活動波）

消防救急デジタ
ル無線実施設計
(活動波）

整備状況
実施設計
図書完成

11,582

業
務
計
画

あ
り

⑥市役所の変革

平成２７年
度までに消
防救急無線
のデジタル
化の整備を
完了する。

電波法関係
審査基準の
改正により
平成28年5
月31日まで
に消防救急
無線のデジ
タル化に移
行しなけれ
ばならない
ため実施す
る。

27

寒川町と指令
業務の共同運
用実施の中で
茅ヶ崎市が主
体となり共同
整備する。

寒川町と設
備等の共同
整備、共同
利用で単独
整備時より
経費を削減
できる。

増
や
す

22
消防救急無線再
整備事業

消防救急デジタ
ル無線移動局整
備（共通波）

整備状況
移動局の整
備を完了す
る

移動局無線
機９２機整
備

75,600

701 総
消防緊急通信指
令システム部分
改修事業

 消防力を充実し、
災害活動体制を強
化する。

消防職
員

政
策

指令システ
ム部分改修
状況及び運
用状況

新システム
構築及び機
器リース運
用開始

機器リース
による安定
運用

機器リース
による安定
運用

29,551

機器リー
スによる
安定運用
が図られ
た。

３６５日機器リース
による安定運用がで
き成果が出ている。

Ａ

701
消防緊急通信指
令システム部分
改修事業

消防緊急通信指
令システムの維
持　（使用料及
び賃借料）

指令システム運
用状況

機器リース
による安定
運用をする

機器リース
による安定
運用

29,551
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23年度 24年度 25年度 333,238 333,238 25年度 26年度 27年度 68,553,556 68,553,556

活動指標の名
称

業務
計画 具体的な改善

内容

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

③
成
果

総
括
フ
ラ
グ

平成２５年度計画

警防課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

④
継
続
性

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

課かい名

施策目標 消防力を充実し、災害活動体制を強化する

警防課

基礎情報

名称
目標値

指標・目標

活動指標の名称

決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）

目標値
（第2次実施計画）

活動

活動

活動量・サービス量
事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
活動

実績値

目標値
（第１次実施計画）

平成24年度評価

指標・目標

名称

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

事
業
№

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事務事業の
目的・成果
（第２次実施
計画）

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

事業の
方向性

事
業
の
性
質
区
分

702 総
車両動態位置管
理装置システム
改修事業

 消防力を充実し、
災害活動体制を強
化する。

消防職
員

政
策
新システム
運用状況

新システム
運用稼働開
始

機器リース
による安定
運用

機器リース
による安定
運用

17,455

機器リー
スによる
安定運用
が図られ
た。

 ３６５日機器リー
スによる安定運用が
でき成果が出ている

Ａ

702
車両動態位置管
理装置システム
改修事業

車両動態位置管
理装置システム
の維持　（使用
料及び賃借料）

システム運用状
況

機器リース
による安定
運用する

機器リース
による安定
運用

17,455

703 総 消防支援情報管
理装置更新事業

 消防支援情報管理
装置を維持する

消防職
員

政
策

消防支援情
報管理装置
の運用状況

システム運
用開始

機器リース
による安定
運用

機器リース
による安定
運用

9,304

機器リー
スによる
安定運用
が図られ
た。

 ３６５日機器リー
スによる安定運用が
でき成果が出ている

Ａ

703
消防支援情報管
理装置更新事業

消防支援情報管
理装置の維持
（使用料及び賃
借料）

消防支援情報管
理システム端末
機器の運用状況

機器リース
による安定
運用する

機機リース
による安定
運用

9,304

23 総
消防緊急通信指
令システム運用
事務

 消防緊急通信指令
システム運用を円
滑に行う

消防職
員、市
民、
119
番通報
者

定
例
定
型

システム運
用に関する
業務状況

円滑運用す
る

円滑運用す
る

円滑運用す
る

災害への
有効な円
滑対応が
できた。

 ３６５日各種災害
に適切な対応を行い
成果が出ている。

Ａ
消防緊急通信指
令システム運用
事務

 消防緊急通信
指令システム
を適切に運用
し、各種災害
に対して有効
な対応を図
る。

消防職
員・市
民

定
例
定
型

システム運
用に関する
業務状況

365日安定
運用する。
災害対応件
数　上昇率
４．８５％　
１０．４１
６件

365日安定
運用する。
災害対応件
数　上昇率
４．８５％　
１０．４６
７件

365日安定
運用する。
災害対応件
数　上昇率
４．８５％　
１０．５１
７件

未 高 高 高
現状維
持

な
し

あり

寒川町と指
令業務の共
同運用につ
いて調整を
行っている

予
算
な
し

23
消防緊急通信指
令システム運用
事務

消防緊急通信指
令システム等に
係る事務全般

３６５日各種災
害への有効な対
応

３６５日

３６５日
（災害対応
件数１０,
３６６）

消防緊急通信指
令システム運用
事務

消防緊急通信指
令システム等に
係る事務全般

３６５日各種
災害への有効
な対応

３６５日

予
算
な
し

24 総
消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

消防緊急通信指令
システム維持管理

消防職
員、市
民、
119
番通報
者

定
例
定
型

システム運
用に関する
業務状況

円滑運用す
る。

円滑運用す
る。

円滑運用す
る

33,803

指令シス
テムの維
持管理を
適切に行
い円滑運
用でき
た。

 指令システムの正
常な機能を維持し、
障害の発生を未然に
防止でき成果が出て
いる。

Ａ
消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

 消防緊急通信
指令システム
の正常な機能
を維持し、障
害の発生を未
然に防止して
指令業務の円
滑な運用を図
る。

管轄地
域にお
ける１
１９番
通報者

政
策

１１９番受
信システム
の安定運用

システム維
持管理　定
期保守点検
１回　セ
キュリティ
ソフト更新
１２回

システム維
持管理　定
期保守点検
１回　セ
キュリティ
ソフト更新
１２回

システム維
持管理　定
期保守点検
１回　セ
キュリティ
ソフト更新
１２回

88,301

業
務
計
画

未 高 中 高
現状維
持

な
し

あり

寒川町と指
令業務の共
同運用につ
いて調整を
行っている

維
持

24
消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

システムの管理
（委託料）

システム稼働日
数

３６５日 ３６５日 19,178
消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

システムの管理
(委託料）

システム稼働
日数

３６５日 19,100

業
務
計
画

維
持

24
消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

システムの維持
（通信運搬費）

システム稼働日
数

３６５日 ３６５日 9,723
消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

システムの維持
(通信運搬費）

システム稼働
日数

３６５日 11,691

業
務
計
画

維
持

24
消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

消耗品の交換に
係る事務
(消耗品費）

システム稼働日
数

３６５日 ３６５日 1,119
消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

消耗品の交換に
係る事務(消耗
品費）

システム稼働
日数

３６５日 1,000

業
務
計
画

維
持

24
消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

システムの修繕
（修繕料）

システム稼働日
数

３６５日 ３６５日 654
消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

システムの修繕
(修繕料）

システム稼働
日数

３６５日 200

業
務
計
画

維
持

24
消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

気象観測装置機
器の維持管理
（５年おきの法
定点検委託料）

システム稼働日
数

３６５日 ３６５日 3,129
消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

気象観測装置機
器の維持管理

システム稼働
日数

３６５日

業
務
計
画

予
算
な
し

24
消防緊急通信指
令システム部分
改修事業

消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

消防緊急通信指
令システムの維
持(使用料及び
賃借料）

指令システム
運用状況

機器リー
スによる
安定運用

29,551

業
務
計
画

維
持

24
車両動態位置管
理装置システム
改修事業

消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

車両動態位置管
理装置システム
の維持(使用料
及び賃借料）

指令システム
運用状況

機器リー
スによる
安定運用

17,455

業
務
計
画

維
持

24
消防支援情報管
理装置更新事業

消防緊急通信指
令システム維持
管理事業

消防支援情報管
理装置の維持
(使用料及び賃
借料）

指令システム
運用状況

機器リー
スによる
安定運用

9,304

業
務
計
画

維
持

25 総
消防緊急通信指
令システム移転
整備事業

市役所新庁舎の防
災機能を強化する
ことに伴い、通信
指令機能が移転す
ることとなり、新
たに消防緊急通信
指令システムを構
築する。

消防職
員、市
民、
119
番通報
者

政
策

移転に係
る各課と
の連絡調
整を行っ
た。

 新庁舎移転向け、
防災拠点フロアーの
位置づけを行った。

Ａ
消防緊急通信指
令システム移転
整備事業

 平成２７年
度、市役所新
庁舎の防災機
能を強化する
ことに伴い通
信指令機能が
移設すること
となり、新た
に消防緊急通
信指令システ
ムを構築しま
す.

管轄地
域にお
ける１
１９番
通報者

政
策
移転整備進
捗状況

防災拠点機
能の検討調
整　会議１
２回

防災拠点機
能の検討調
整　会議１
２回

移転完了　
会議６回

業
務
計
画

未 高 中 高 拡大
な
し

あり

寒川町と指
令業務の共
同運用につ
いて調整を
行っている

増
や
す

25
消防緊急通信指
令システム移転
整備事業

移転に係わる各
課との連絡調整

連絡調整の実施 随時
消防緊急通信指
令システム移転
整備事業

移転及び寒川町
との共同運用に
係る各課との調
整、検討

連絡調整の実
施

会議１２
回

業
務
計
画

増
や
す

888 総 災害応急対策活
動

 地震による大規模
な災害等が発生し
た場合に、迅速な
応急対策活動を的
確に実施する。

市民等
災害応急対策活
動

 大地震など大
規模な災害が
発生した場
合、迅速な応
急対策活動を
的確に実施で
きるよう訓練
等を実施しま
す。

市民等

定
例
定
型

な
し

なし

予
算
な
し

888
災害応急対策活
動

茅ヶ崎市消防計
画ににおける課
（班）の活動内
容の検証及び見
直し

事務を適正に執
行した割合

１００％ １００％
災害応急対策事
務

茅ヶ崎市消防計
画ににおける課
（班）の活動内
容の検証及び見
直し

事務を適正に
執行した割合

１００％

予
算
な
し

888
災害応急対策活
動

災害対策本部の
設置及び職員・
団員の動員配置

消防災害対策本
部の設置

災害発生時
に対応

災害発生時
に対応    
(9回)

災害応急対策活
動

災害対策本部の
設置及び職員・
団員の動員配置

消防災害対策
本部の設置

災害発生
時に対応
（9件）

予
算
な
し

888
災害時における
各種協定に基づ
く活動

ＪＲ茅ヶ崎駅周
辺の混雑緩和対
策に関する連絡
調整

事故発生時に要
請を受け雑踏対
応を実施

災害発生時
に対応

災害発生時
に対応　　
(０件）

災害応急対策活
動

ＪＲ茅ヶ崎駅周
辺の混雑緩和対
策に関する連絡
調整

事故発生時に
要請を受け雑
踏対応を実施

災害発生
時に対応
(0件）

予
算
な
し

888 総 庁内共通事務

定
型
定
例

庁内共通事務

定
例
定
型

な
し

なし

予
算
な
し


